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は
じ
め
に

幕
末
期
の
大
老
井
伊
直
弼
に
関
す
る
文
書
・
記
録
の
存
在
が
、
は
じ
め
て
世
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
島
田
三
郎
が
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
に

刊
行
し
た
『
開
国
始
末
』）
1
（

が
契
機
で
あ
っ
た
。
島
田
は
、
本
書
に
お
い
て
関
係
文
書

の
伝
来
や
文
書
閲
覧
の
経
緯
を
巻
頭
の
「
緒
言
」
で
詳
細
に
述
べ
て
お
り
、
お
お
よ

そ
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
の
幕
政
改
革
後
、
一
橋
慶
喜
や
松
平
春
嶽
の
復
権

な
ど
、
時
局
の
変
化
に
よ
る
幕
政
批
判
が
た
か
ま
り
、
大
老
政
治
へ
の
批
判
か
ら
関

係
者
追
罰
に
至
る
時
勢）2
（

と
な
る
な
か
、
井
伊
家
へ
の
譴
責
・
追
罰
を
軽
減
し
よ
う
と

し
て
直
弼
の
腹
臣
宇
津
木
景
福
・
長
野
義
言
が
藩
内
で
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
直
弼
執
政
中
の
手
録
・
文
書
や
、
近
臣
の
記
録
の
存
在
に
よ
り

井
伊
家
に
災
い
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
一
切
を
「
焚
燬
」
す
る
と
彦
根
藩
は
決
定

し
、
中
居
弥
五
八
と
大
久
保
小
膳
（
元
側
役
、
員
好
、
の
ち
章
男
）
の
二
人
が
、
こ

れ
ら
の
文
書
を
預
か
り
焼
却
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
中
居
が

「
主
家
の
安
全
を
計
る
に
如
か
ず
」
と
焼
却
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
大
久
保
は

「
保
存
し
て
故
主
の
心
事
を
後
年
に
証
す
べ
し
」
と
保
存
を
主
張
し
た
。
万
一
こ
の

こ
と
が
露
見
す
れ
ば
罪
を
一
身
に
う
け
る
と
い
う
大
久
保
の
覚
悟
に
、
中
居
も
や
む

な
く
了
解
し
、
藩
へ
は
焼
却
を
復
命
し
、
密
か
に
こ
れ
ら
を
大
久
保
が
保
存
し
て
き

た
と
い
う
。

維
新
後
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
、
東
京
世
田
谷
豪
徳
寺
で
直
弼
二
十

七
回
忌
法
会
が
催
さ
れ
た
際
、
直
弼
の
生
前
は
政
治
的
に
対
立
し
て
き
た
人
々
も
追

悼
の
詩
歌
を
贈
り
、
新
聞
紙
上
で
直
弼
の
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
も
、
こ
れ
を
非
難
す

る
者
が
な
く
な
っ
た
時
勢
と
感
じ
た
大
久
保
は
、
す
で
に
他
界
し
て
い
た
中
居
（
維

新
後
、
龍
宝
寺
清
人
と
改
名
）
の
墓
前
に
告
げ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
存
在
を
関
係

者
に
明
か
し
た
と
す
る
。

島
田
の
著
作
は
、
こ
れ
ら
大
久
保
が
秘
蔵
し
て
き
た
文
書
を
は
じ
め
、
井
伊
家
伝

来
の
文
書
閲
覧
に
よ
り
叙
述
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
と
島
田
を
繫
い
だ
の
は
、
旧
彦
根

藩
士
族
豊
原
基
臣
で
あ
っ
た
。
豊
原
は
、
旧
彦
根
藩
の
陪
臣
市
川
曽
右
衛
門
の
長
男

で
、
維
新
後
「
藩
族
」）
3
（

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
当
時
の
具
体
的
活
動
は
不
詳

で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
月
十
四
日
に
旧
彦

根
藩
士
等
が
井
伊
直
弼
の
記
念
碑
を
上
野
公
園
内
に
建
設
し
よ
う
と
提
出
し
た
許
可

願
に
連
署
し
た
十
名
の
末
尾
に
、「
東
京
府
士
族
糀
町
区
富
士
見
町
六
丁
目
二
番
地

　

豊
原
基
臣
」）
4
（

と
し
て
名
を
連
ね
た
人
物
で
あ
る
。

島
田
と
豊
原
の
接
点
は
、
両
人
と
も
同
時
期
に
元
老
院
書
記
官
と
し
て
の
経
歴
を

も
っ
て
い
た）5
（

こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
二
人
は
既
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
島
田
は
、

明
治
九
年
頃
か
ら
井
伊
直
弼
の
伝
記
を
構
想
し
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
明
治
十
九

年
一
月
に
豊
原
に
書
簡
を
送
っ
て
、
直
弼
関
係
の
遺
文
や
往
事
の
事
情
を
知
る
人
物

研
究
集
会
報
告

『
井
伊
家
史
料
』
と
明
治
維
新

母

利

美

和

国
際
研
究
集
会
「
幕
末
維
新
史
研
究
と
井
伊
家
史
料
」
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に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
豊
原
か
ら
返
事
が
な
い
と
こ
ろ
、
同
年
三

月
、
た
ま
た
ま
世
田
谷
豪
徳
寺
で
の
直
弼
二
十
七
回
忌
の
法
会
に
赴
い
た
際
、
中
村

不
能
斎
の
編
集
に
な
る
「
磯
打
浪
」
と
題
し
た
「
直
弼
の
事
迹
を
記
し
た
る
書
」
を

豊
原
か
ら
借
覧
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
島
田
は
法
会
の
様
子
や
自
身
の
直
弼
に
つ
い

て
の
所
懐
を
毎
日
新
聞
の
紙
上
に
数
日
掲
載
し
た）6
（

。
こ
の
記
事
を
見
た
旧
彦
根
藩
士

の
中
に
は
島
田
の
も
と
を
訪
ね
て
往
年
の
様
子
を
語
る
者
が
あ
り
、
さ
ら
に
豊
原
が

所
蔵
し
て
い
た
文
書
や
大
久
保
秘
蔵
文
書
の
写
本
で
あ
る
「
秘
書
集
録
」
や
「
公
用

方
秘
録
」
の
写
本
を
借
覧
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
が
、
島
田
の
「
緒
言
」
か
ら
窺
え
る
経
緯
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
文

書
の
閲
覧
経
緯
に
は
一
部
齟
齬
が
あ
り
、
中
村
不
能
斎
の
編
集
に
な
る
「
磯
打
浪
」

が
い
か
な
る
も
の
か
は
従
来
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る

と
、
大
久
保
が
秘
蔵
文
書
の
存
在
を
明
か
し
た
の
は
、
島
田
の
新
聞
記
事）7
（

に
押
さ
れ

た
よ
う
に
も
窺
え
る
が
、
島
田
は
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
近
年
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
彦
根
城
博

物
館
叢
書
』）
8
（

や
『
新
修
彦
根
市
史
』）
9
（

の
成
果
を
整
理
し
つ
つ
、
明
治
十
四
年
（
一
八

八
一
）
頃
か
ら
は
じ
ま
る
旧
彦
根
藩
関
係
者
を
中
心
に
開
始
さ
れ
た
井
伊
直
弼
の
顕

彰
運
動
と
、
大
久
保
が
秘
蔵
し
て
き
た
文
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の

際
、
以
下
、
①
井
伊
直
弼
顕
彰
運
動
の
展
開
、
②
井
伊
直
弼
顕
彰
運
動
と
維
新
政
府

と
の
関
係
、
③
中
村
不
能
斎
編
「
磯
打
波
」
と
「
公
用
方
秘
録
」
と
の
関
係
、
④

「
公
用
方
秘
録
」
の
改
竄
問
題
の
四
つ
の
観
点
か
ら
論
述
す
る
。

一　

井
伊
直
弼
の
顕
彰
運
動
の
展
開

維
新
後
の
彦
根
は
、
戊
辰
戦
争
で
の
新
政
府
軍
と
し
て
の
活
躍
に
よ
り
多
く
の
有

能
な
旧
藩
士
族
が
新
政
府
の
貢
士
・
徴
士
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
ま
た
直
弼
の
跡

を
継
い
だ
井
伊
直
憲
も
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
二
万
石
の
賞
典
禄
を
下
賜
さ

れ
る
な
ど
、
新
政
府
に
お
け
る
井
伊
家
お
よ
び
旧
藩
士
族
の
立
場
は
決
し
て
脆
弱
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
直
弼
の
事
績
に
触
れ
る
こ
と
は

彦
根
の
地
に
お
い
て
も
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
明
治
初
期
の
全
国
的
博
覧
会
ブ
ー
ム
の
中
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

五
月
三
日
か
ら
六
月
一
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
彦
根
城
博
覧
会
」
の
様
子
か
ら

も
窺
え
る
。
会
場
は
彦
根
城
天
守
を
は
じ
め
諸
櫓
・
旧
御
殿
（
表
御
殿
）
が
用
い
ら

れ
、
新
発
明
物
品
、
古
今
書
画
珍
器
、
社
寺
宝
物
な
ど
八
〇
二
点
の
展
示
品
が
み
ら

れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
井
伊
家
か
ら
出
品
さ
れ
た
井
伊
家
歴
代
の
甲
冑
や
遺
品
が
並

ぶ
な
か
、
井
伊
直
弼
に
関
す
る
も
の
は
一
点
も
出
品
さ
れ
な
か
っ
た）10
（

。
そ
の
理
由
は

定
か
で
は
な
い
が
、
維
新
後
、
井
伊
家
の
立
場
が
回
復
し
た
と
は
い
え
、
井
伊
直
弼

を
取
り
上
げ
る
に
は
時
期
尚
早
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
六
月
、
彦
根
に
お
い
て
旧
藩
士
武
笠
資
節

（
元
犬
上
県
典
事
）・
宇
津
木
翼
（
元
家
老
）
ら
有
志
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
井
伊
直

弼
記
念
碑
建
設
の
協
議
が
彦
根
城
内
の
旧
下
屋
敷
で
あ
る
楽
々
園
で
お
こ
な
わ
れ

た
）
11
（

。
し
か
し
、
八
木
原
（
俊
広
カ
）
と
牧
原
勘
谷
の
二
名
か
ら
、
直
弼
へ
の
恩
義
・

追
慕
は
大
事
で
あ
り
理
解
で
き
る
が
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
直
弼
の
執
政
に
よ
り
藩
名
を
損
じ
た
の
は
、「
鎖
港
の
代
」、
つ
ま
り
攘

夷
の
時
勢
に
お
け
る
幕
政
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
維
新
の
世
と
な
り
、
今
日
で

は
そ
の
偉
業
は
少
な
か
ら
ず
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
朝
廷
に
お
い
て
も
早
晩
、

直
弼
に
対
し
て
「
遺
徳
礼
遇
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ま
ず
は
「
時
を

待
つ
べ
し
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
結
局
、
当
分
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
記
念
碑
建
設
に
向
け
た
活
動
は
継
続
さ
れ
た
。
同
年
九
月
に
は
賛
同
者

を
求
め
、
そ
の
趣
旨
を
記
し
た
「
建
碑
移
文
」
と
「
建
碑
規
約
」
が
、
在
彦
根
の
武

節
貫
治
（
元
家
老
）・
宇
津
木
翼
（
同
前
）・
武
笠
資
節
（
維
新
後
、
権
少
参
事
）・

大
久
保
章
男
（
元
井
伊
直
弼
の
側
役
）
ら
と
在
東
京
の
旧
藩
士
日
下
部
東
作
（
元
内

閣
大
書
記
官
、
書
家
）・
横
川
源
蔵）12
（

（
元
会
計
局
権
判
事
）
の
六
人
を
発
起
人
と
し

て
作
成
さ
れ
た
。
建
碑
は
同
意
者
の
「
醸
金
」（
寄
付
金
）
に
よ
り
実
施
す
る
こ
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と
、
東
京
と
彦
根
で
同
意
者
が
集
会
し
同
意
者
の
中
か
ら
委
員
を
公
選
、
委
員
に
建

碑
の
事
務
一
切
を
担
当
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
二

月
二
十
五
日
を
期
限
と
し
て
同
意
者
・
寄
付
金
募
集
が
開
始
さ
れ
た）13
（

。

明
治
十
四
年
十
一
月
に
は
在
東
京
の
委
員
、
翌
年
四
月
に
は
在
彦
根
の
委
員
が
選

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
期
限
を
待
た
ず
に
十
分
な
賛
同
者
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
頃
、
建
碑
の
地
所
を
上
野
公
園
・
芝
公
園
・
靖
国
神
社
な
ど
の
附
近
と
し

て
公
私
内
外
に
交
渉
し
た
が
、
種
々
支
障
が
あ
っ
た
た
め
、
同
年
七
月
、
委
員
は
建

碑
地
所
を
横
浜
戸
部
不
動
山
（
の
ち
の
掃
部
山
）
に
決
定
し
よ
う
と
し
て
総
会
を
開

い
た
。
し
か
し
、
建
碑
は
東
京
に
す
べ
し
と
の
動
議
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
賛
同
者
多

数
の
た
め
、「
地
所
取
調
委
員
」
を
設
け
、
土
地
選
択
を
委
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
同
年
十
月
十
六
日
に
は
、
旧
藩
士
な
ど
十
名
が
連
名
で
、
農
商
務
省

の
博
物
局
に
上
野
東
照
宮
境
内
の
上
野
公
園
で
の
記
念
碑
建
設
を
願
い
出
る
が
、
公

園
内
の
景
観
問
題
や
、
こ
れ
を
許
可
す
る
と
同
様
の
出
願
が
お
こ
り
、
際
限
が
な
く

な
り
公
園
は
墓
地
の
よ
う
に
な
る
な
ど
の
理
由
で
、
翌
十
六
年
一
月
に
不
許
可
と
な

る
）
14
（

。
こ
の
出
願
に
は
、
日
下
部
東
作
を
は
じ
め
、
西
村
捨
三
（
内
務
省
警
保
局
長
、

の
ち
沖
縄
県
令
）・
相
馬
永
胤
（
横
浜
正
金
銀
行
の
官
選
取
締
役
）・
大
海
原
尚
義

（
内
務
省
、
の
ち
東
京
府
麴
町
区
長
）・
堀
部
久
勝
（
井
伊
家
家
令
）・
大
東
義
徹

（
の
ち
衆
議
院
議
員
、
司
法
大
臣
）・
広
瀬
進
一
（
法
制
局
書
記
官
）・
横
田
香
苗

（
賞
勲
局
書
記
官
）・
武
藤
本
全
（
大
海
原
尚
義
の
義
父
）
ら
と
と
も
に
、
前
述
し
た

よ
う
に
豊
原
基
臣
も
末
尾
に
名
を
連
ね
て
い
た
。

ま
た
同
年
九
月
ま
で
に
、
さ
ら
に
建
碑
地
所
を
芝
東
照
宮
付
近
と
し
て
交
渉
を
す

る
が
、
許
諾
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
十
一
月
、
建
碑
方
法
・
地
所
の
選
定
を
委

員
に
一
任
し
た
。
委
員
は
、
横
浜
戸
部
不
動
山
の
鉄
道
局
所
有
地
に
決
議
し
て
、
払

い
下
げ
を
局
長
に
出
願
し
た
。
こ
の
出
願
は
、
翌
十
七
年
一
月
に
許
可
と
な
り
、
用

地
の
地
均
し
を
施
し
、「
記
念
物
（
記
念
碑
）」
設
計
に
着
手
。
内
外
に
賛
同
者
を
募

り
、
横
浜
で
は
多
数
の
世
話
人
を
委
嘱
し
て
事
業
の
進
捗
を
み
て
い
た
。
し
か
し
、

「
突
然
意
外
の
障
碍
」
に
遭
遇
し
、
建
碑
は
一
時
中
止
し
た
と
い
う
。「
障
碍
」
と
は

「
藩
閥
政
府
の
圧
迫
の
こ
と
」
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
直
弼
顕
彰
運
動
と
し
て

の
建
碑
は
当
面
は
困
難
と
解
さ
れ
、「
別
ニ
直
弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
シ
テ
世
ニ
発
表

ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
」）
15
（

と
な
っ
た
と
い
う
。

二　

井
伊
直
弼
顕
彰
運
動
と
維
新
政
府
と
の
関
係

こ
の
「
直
弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
、

確
た
る
記
録
は
な
い）16
（

。
し
か
し
、
井
伊
家
に
伝
わ
る
「
公
用
方
秘
録
」
の
写
本
七
冊）17
（

の
内
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
十
九
年
二
月
改
」「
明
治
十

九
年
二
月
改
」「
十
九
年
二
月
改
」
の
墨
書
が
あ
り
、
第
七
冊
の
表
紙
の
表
紙
見
返

し
に
は
、
朱
書
き
で
「
以
下
四
拾
弐
枚
紅
紙
迄
写
取
、
公
用
方
秘
録
ニ
添
へ
修
史
館

へ
指
出
ス
、
明
治
十
八
年
八
月
」、
ま
た
同
冊
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
二

十
五
日
条
の
下
部
付
札
に
も
、「
是
迄
之
処
、
修
史
館
へ
指
出
有
之
、
此
処
迄
御
写

被
下
度
願
上
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
島
田
が
豊
原
を
通
じ
て
「
秘
書

収
録
」
や
「
公
用
方
秘
録
」
を
借
覧
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
明
治
十
九
年
三
月
の

直
弼
二
十
七
回
忌
法
会
以
降
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
注
記
に
よ
れ
ば

そ
れ
よ
り
も
早
く
、
す
で
に
「
公
用
方
秘
録
」
の
一
部
は
明
治
十
八
年
に
、
井
伊
家

か
ら
明
治
政
府
へ
写
本
が
提
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

修
史
館
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
発
令
さ
れ
た
「
修
史
の
詔
」）
18
（

に
よ
り
太

政
官
に
設
置
さ
れ
た
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
を
起
源
と
す
る
組
織
で
、
明
治
八
年
に

修
史
局
、
同
十
年
に
調
査
局
、
さ
ら
に
修
史
館
と
な
り
、
明
治
十
四
年
の
機
構
改
革

に
よ
り
、『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
纂
事
業
を
開
始
し
た
新
政
府
の
正
史
編
纂
事
業

の
主
体
と
な
っ
た
部
局
で
あ
る
。
井
伊
家
か
ら
修
史
館
へ
提
出
さ
れ
た
写
本
は
、
の

ち
に
井
伊
家
へ
返
還
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
修
史
館
事
業
を
引
き
継
い
だ
帝
国

大
学
の
史
料
編
纂
掛
（
現
在
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
は
、
提
出
さ
れ
た
「
公

用
方
秘
録
」
の
書
写
本
と
考
え
ら
れ
る
写
本）19
（

が
伝
存
す
る
。
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島
田
は
『
開
国
始
末
』
に
、
井
伊
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
「
秘
書
集
録
」「
公
用

方
秘
録
」
の
閲
覧
の
経
緯
と
と
も
に
、「
修
史
局
」）
20
（

へ
の
提
出
の
経
緯
を
割
注
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

公
用
方
秘
録
は
重
も
に
宇
津
木
の
手
に
成
り
し
者
に
し
て
、
安
政
五
年
四
月
よ

り
同
六
年
九
月
に
至
る
一
年
余
の
公
事
に
関
す
る
件
は
一
々
之
を
掲
げ
ざ
る
な

し
、
本
書
都
て
六
巻
、
別
に
附
録
一
巻
あ
り
、（
附
録
は
万
延
元
年
の
記
に
し
て

直
弼
暗
殺
後
の
事
を
も
略
載
せ
り
）
原
書
は
現
に
井
伊
氏
に
蔵
せ
り
。
嘗
て
修

史
局
の
令
に
応
じ
一
部
を
写
し
て
進
呈
せ
し
と
い
ふ
。（
傍
線
母
利
、
以
下
同
）

さ
ら
に
「
秘
書
収
録
」
の
部
分
の
割
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

直
弼
の
世
嗣
と
な
り
て
彦
藩
に
居
り
し
時
よ
り
大
老
と
な
り
て
卒
す
る
後
に
至

る
ま
で
、
藩
政
及
び
大
政
に
関
す
る
の
文
書
（
中
略
）
数
百
通
に
し
て
、
其
本

書
ハ
井
伊
氏
に
蔵
せ
り
。
予
が
通
覧
せ
る
者
の
み
に
て
も
三
百
八
十
九
通
あ
り

て
、
大
老
在
職
の
間
、
長
野
・
宇
津
木
の
間
に
往
復
せ
る
者
最
多
し
。
明
治
二

十
年
、
之
を
写
し
て
十
巻
と
な
し
、
秘
書
集
録
と
名
付
け
之
を
修
史
局
に
進
呈

し
た
り
。

こ
の
割
注
に
「
本
書
都
て
六
巻
、
別
に
附
録
一
巻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
田
が

借
覧
し
た
「
公
用
方
秘
録
」
は
、
井
伊
家
か
ら
修
史
館
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
と
同
様

の
七
冊
の
写
本
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
島
田
は
「
修
史
局
の
令
に
応
じ
一
部
を

写
し
て
進
呈
せ
し
」
と
記
す
が
、
そ
の
「
令
」
の
存
在
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で

き
な
い）21
（

。

た
だ
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
る
「
修
史
館
・
修
史
局
史
料
」
の

中
に
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
同
二
十
一
年
に
か
け
て
の
「
借
書
送
證

簿
」
と
題
す
る
当
時
修
史
館
・
修
史
局
が
史
料
を
借
覧
し
た
際
に
記
録
さ
れ
た
、
個

人
・
諸
機
関
と
の
借
用
証
書
の
控
簿
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
公
用
方
秘
録
」

は
明
治
十
八
年
八
月
二
十
八
日
付
の
第
八
十
三
號
に
「
一
、
公
用
方
秘
録　

安
政
年

間　

六
冊
、
一
、
御
城
使
寄
合
留
・
公
用
諸
事
留 

抜
粋　

壱
冊
、
右
従
四
位
井
伊

直
憲
」
と
墨
書
さ
れ
、
朱
書
で
「
十
九
年
五
月
廿
一
日
」「
此
證
書
戻
入
」
と
加

筆
、
返
却
・
写
済
と
朱
長
方
印
が
押
さ
れ
て
お
り）22
（

、
前
述
し
た
井
伊
家
蔵
の
提
出

本
写
本
稿
本
の
第
七
冊
の
表
紙
見
返
し
の
朱
書
き
、「
以
下
四
拾
弐
枚
紅
紙
迄
写

取
、
公
用
方
秘
録
ニ
添
へ
修
史
館
へ
指
出
ス
、
明
治
十
八
年
八
月
」
に
一
致
す
る
。

ま
た
「
秘
書
収
録
」
は
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
付
の
第
八
十
五
號
に

「
一
、
秘
書
収
録　

一
・
二
・
三
・
四　

四
冊
、
右
従
三
位
伯
爵
井
伊
直
憲
」
と
墨

書
さ
れ
、
朱
書
で
「
廿
四
年
六
月
廿
二
日
」「
此
證
戻
ル
」
加
筆
、
返
却
・
写
済
と

朱
長
方
印
が
押
さ
れ
て
お
り）23
（

、『
開
国
始
末
』
に
「
明
治
二
十
年
、
之
を
写
し
て
十

巻
と
な
し
、
秘
書
集
録
と
名
付
け
之
を
修
史
局
に
進
呈
」
と
す
る
記
述
と
、
冊
数
と

巻
数
に
違
い
あ
る
も
の
の
提
出
時
期
は
一
致
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
関
係
か
ら
、「
令
」
の
有
無
は
と
も
か
く
、
島
田
の
記
し
た
維
新

政
府
へ
の
提
出
時
期
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

井
伊
家
か
ら
主
体
的
に
提
出
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
か
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
直
弼
顕
彰
運
動
と
し
て
の
記
念
碑
建
設
が

明
治
十
七
年
に
実
現
不
可
能
と
な
り
、
当
面
の
運
動
が
「
直
弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
」

へ
転
換
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三　
「
公
用
方
秘
録
」
と
中
村
不
能
斎
編
集
の
「
磯
打
浪
」

島
田
が
「
公
用
方
秘
録
」
と
「
秘
書
集
録
」
の
元
に
な
っ
た
文
書
を
借
覧
す
る
前

に
、
豊
原
か
ら
「
中
村
不
能
斎
の
編
集
に
な
る
「
磯
打
浪
」
と
題
し
た
「
直
弼
の
事

迹
を
記
し
た
る
書
」
を
借
覧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
直
弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
」
す

る
こ
と
に
中
村
不
能
斎
が
関
与
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
こ
の
「
磯
打
浪
」
の

所
在
は
、
永
く
研
究
者
間
で
も
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
当
該
書
と
の
関

係
性
が
考
え
ら
れ
る
神
宮
文
庫
所
蔵
「
磯
打
浪
摘
要
」
が
現
存
し
、
さ
き
に
拙
稿）24
（

で

紹
介
し
た
。

こ
の
書
物
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
神
宮
文
庫
所
蔵
本
「
磯
打
浪
」
と
し
て
採
録
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さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
神
宮
文
庫
蔵
書
目
録
』
で
は
、「
磯
う
つ
浪
」（
六
門
、
二

九
一
号
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
「
い
そ
う
つ
浪 

全
」、
内
表
紙
の
題

は
「
磯
打
浪
摘
要
」、
内
題
も
「
磯
打
浪
摘
要
」
と
記
さ
れ
、
内
題
の
下
部
に
は

「
中
村
不
能
斎
編
緝
」、
木
口
に
は
「
い
そ
打
浪
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
筆
跡
は
、
中
村

不
能
斎
の
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
写
本
で
あ
ろ
う
。
神
宮
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
た

経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
内
藤
恥
叟
蔵
書
」
の
蔵
印
が
有
る
こ
と
、「
古
事
類

苑
編
纂
事
務
所
」
の
印
が
有
る
こ
と
か
ら
、
内
藤
恥
叟
が
『
開
国
始
末
』
批
判
の
た

め
著
し
た
『
開
国
起
源
安
政
紀
事
』
の
執
筆
の
た
め
収
集）25
（

し
、
彼
が
の
ち
に
『
古
事

類
苑
』
の
編
集
・
校
閲
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
古
事
類
苑
編
纂
事
務
所
」
の

蔵
本
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
示
し
た
「
磯
打
浪
摘
要
」
冒
頭
の
序
文
に
相
当
す
る
記
述
で
は
、
中
村
不
能

斎
の
編
集
意
図
が
窺
え
る
。

世
人
井
伊
直
弼
ノ
素
意
ヲ
知
ル
者
ナ
ク
、
口
ヲ
開
ケ
ハ
其
非
ヲ
唱
フ
、
甚
シ
キ

ハ
想
像
附
会
誣
罔
ノ
評
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
至
ル
、
予
之
ヲ
慨
嘆
シ
、
直
弼
伝
ヲ
作

リ
テ
世
ニ
公
ニ
セ
ン
ト
欲
シ
、
既
ニ
稿
ヲ
起
ス
、
或
予
ニ
謂
テ
曰
、
足
下
ノ
草

ス
ル
所
、
脱
稿
ニ
至
ル
ハ
尚
ホ
数
月
ヲ
費
ヤ
ス
ヘ
シ
、
故
ニ
先
ツ
簡
短
ナ
ル
小

伝
ヲ
作
リ
、
疾
ク
世
ニ
公
ニ
セ
ハ
如
何
ト
、
是
ニ
於
テ
其
要
領
ヲ
採
摘
シ
テ
、

以
テ
略
伝
ト
ス
、
其
詳
ラ
カ
ナ
ル
ハ
即
チ
本
伝
ニ
詳
載
ス
ヘ
シ
、

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
世
人
が
井
伊
直
弼
を
「
想
像
附
会
誣
罔
ノ
評
」
に
よ
り
非

難
す
る
状
況
を
「
慨
嘆
」
し
、
自
ら
「
直
弼
伝
ヲ
作
リ
テ
世
ニ
公
ニ
セ
ン
ト
欲
シ
」

た
こ
と
が
執
筆
動
機
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
本
書
は
、
中
村
が
当
初
執
筆
し
よ

う
と
し
て
い
た
「
直
弼
伝
」
が
、
脱
稿
ま
で
に
数
月
か
か
る
た
め
、
知
人
の
勧
め
に

よ
り
「
要
領
ヲ
採
摘
シ
テ
、
以
テ
略
伝
」
と
し
た
も
の
と
い
う
。
本
書
の
末
尾
に
は

「
守
真
陳
人
」
な
る
人
物
に
よ
る
跋
文
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
年
紀
は
「
明
治
十
八

年
四
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
村
に
よ
る
「
直
弼
伝
」
の
執
筆
は
、
こ
れ
よ
り
先

に
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
横
浜
戸
部
不
動
山
で
の
記
念
碑
建
設
が
許
可
さ
れ
た
の
が
明

治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
、
そ
の
後
、
用
地
の
地
均
し
や
記
念
碑
設
計
に
着
手

し
た
り
、
賛
同
者
を
募
り
、
横
浜
で
も
多
数
の
世
話
人
を
委
嘱
し
て
事
業
進
捗
を
み

て
い
た
様
子
か
ら
す
る
と
、
藩
閥
政
府
の
圧
力
に
よ
る
建
碑
中
止
の
時
期
は
明
確
で

は
な
い
が
、
許
可
か
ら
相
当
な
月
日
が
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
に
よ
る

「
直
弼
伝
」
の
執
筆
時
期
は
、
ま
さ
し
く
直
弼
顕
彰
運
動
が
記
念
碑
建
設
か
ら
「
直

弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
」
へ
転
換
し
た
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

「
磯
打
浪
摘
要
」
の
本
文
は
、
ほ
と
ん
ど
改
行
な
く
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
①
〜
㉕
に
区
分
で
き
る
。
全
体
の
構
成
は
、

①
〜
⑲
で
は
井
伊
直
弼
の
生
涯
に
わ
た
る
政
治
的
事
績
が
編
年
体
で
略
記
さ
れ
、
⑳

以
降
は
直
弼
の
政
治
意
識
や
諸
芸
・
気
質
に
つ
い
て
の
逸
話
集
で
あ
る）26
（

。
本
文
を
受

表 1　「磯打浪摘要」の記述内容一覧
記述内容 丁数

①序文・井伊直弼の生い立ち 1～3丁
②世嗣となり井伊家相続 3～4丁
③相摸湾警衛の地を巡視 4丁
④領地佐野を巡視 4～7丁
⑤ペリー来航意見書 7丁
⑥京都守護 7～8丁
⑦領内巡視 8～9丁
⑧将軍継嗣の内定 9～11 丁
⑨大老職に就任 11～13 丁
⑩条約調印の経緯 13～15 丁
⑪徳川斉昭らの不時登城 15～22 丁
⑫将軍徳川家定の死去 22～23 丁
⑬間部詮勝の入京 23～24 丁
⑭横浜開港の交渉 24～26 丁
⑮徳川斉昭の処分 26 丁
⑯江戸城の造営総裁・直弼の昇進・講武所の開講 26～27 丁
⑰桜田事変 27～28 丁
⑱桜田事変後の処置 28～30 丁
⑲直弼最期の和歌 30 丁
⑳直弼の逸話：山稜修復 30～31 丁
㉑直弼の逸話：東照宮・皇国への報忠、家臣の諫言 31～33 丁
㉒直弼の逸話：父への孝心・豪壮 33～35 丁
㉓直弼の逸話：多能強記 35～40 丁
㉔直弼の逸話：近侍の士 40～41 丁
㉕直弼の皇国観 41～43 丁
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け
て
、
①
⑪
⑫
⑱
㉑
㉕
の
末
尾
に
は
、「
編
者
曰
ク
」
と
し
て
編
者
中
村
の
見
解
が

記
さ
れ
る
。
そ
の
見
解
は
、
当
時
の
直
弼
批
評
に
お
け
る
誤
謬
・
誤
伝
へ
の
反
論
が

多
い
。

例
え
ば
「
⑪
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
」
の
編
者
見
解
で
は
、「
近
時
撰
述
ノ

書
、
或
ハ
云
フ
」、「
又
頃
日
刊
行
ノ
尊
攘
紀
事
ニ
ハ
」
と
記
し
、
ま
た
「
⑫
将
軍
徳

川
家
定
の
死
去
」
で
は
、「
然
ル
ヲ
近
時
の
書
ニ
、
六
月
廿
四
日
、
営
議
以
前
ニ
薨

ス
ト
云
ひ
、
或
ハ
廿
八
日
薨
ス
ト
云
ヒ
、
或
ハ
七
月
四
日
薨
ス
ト
云
フ
、
皆
実
ニ
非

ル
ナ
リ
」
の
よ
う
に
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
書
物
記
事
へ
の
反
論
・
疑
問
を
記
し
て
い

る
。
中
村
が
「
直
弼
伝
」
を
執
筆
し
「
世
ニ
公
ニ
セ
ン
ト
欲
」
す
る
自
発
的
動
機
の

一
つ
が
、
こ
う
し
た
公
刊
書
物
の
中
で
の
史
実
誤
解
へ
の
憤
慨
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
批
判
を
行
う
た
め
に
依
拠
し
た
文
書
・
記
録
は
何
で
あ
っ
た
の

か
、
冒
頭
の
序
文
に
は
言
及
が
な
い
。
本
文
中
に
は
多
数
の
直
弼
自
作
の
和
歌
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
直
弼
の
そ
の
時
々
の
心
情
を
効
果
的
に
表
し
て
い
る
が
、「
①
序

文
並
井
伊
直
弼
の
生
い
立
ち
」
の
編
者
見
解
に
は
、「
直
弼
ノ
歌
此
書
ニ
載
ス
ル
モ

ノ
多
シ
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。「
此
書
」
と
は
、
お
そ
ら
く
直
弼
の
自
作
和
歌
集

「
柳
廼
四
附
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
明
記
し
て
い
な
い
。

ま
た
「
⑪
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
」
の
項
目
で
、
前
述
し
た
『
尊
攘
紀
事
』
を

批
判
し
た
編
者
見
解
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

又
頃
日
刊
行
ノ
尊
攘
紀
事
ニ
ハ
、
斉
昭
・
慶
恕
・
慶
喜
ノ
三
氏
直
弼
ノ
専
断
開

港
ヲ
責
ム
ル
ト
ス
、
是
日
慶
喜
モ
登
営
ス
ト
雖
モ
、
慶
喜
ノ
局
ハ
竹
ノ
間
ニ
シ

テ
始
メ
ヨ
リ
此
席
ニ
列
セ
ス
誤
リ
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
文
ニ
大
老
俯
地
辞
謝
曰
、

此
皆
備
州
在
職
時
所
為
臣
始
不
与
知
、
今
已
罷
備
州
以
謝
朝
廷
尋
応
上
京
陳
奏

事
情
、
諸
君
少
寛
之
、
三
氏
盛
気
誚
譲
、
総
州
見
烈
公
意
色
頗
決
擁
、
井
伊
氏

而
退
ト
云
ヘ
ル
ハ
殊
ニ
誣
妄
ノ
甚
シ
ト
謂
フ
ヘ
シ
、
今
本
文
ハ
井
伊
氏
当
時
ノ

簿
記
ニ
拠
ル
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
井
伊
氏
ノ
簿
記
、
彦
根
人
ノ
談
話
ニ
出
ツ
ル
ヲ

以
テ
人
或
ハ
之
ヲ
疑
ヒ
、
以
テ
粉
飾
ト
做
サ
ン
、
故
ニ
他
説
ヲ
援
キ
証
徴
ニ
充

ン
、
予
聞
ク
維
新
ノ
後
、
松
平
慶
永
一
日
後
藤
象
次
郎
ニ
謂
ヒ
テ
曰
ク
、（
以

下
略
）

こ
の
部
分
は
、
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
の
際
、
幕
府
老
中
ら
に
談
判
し
た
人
物

を
、『
尊
攘
紀
事
』
で
は
「
斉
昭
・
慶
恕
・
慶
喜
ノ
三
氏
」
と
記
述
し
て
い
る
こ
と

を
批
判
し
た
も
の
で
、
慶
喜
の
江
戸
城
で
の
「
局
」（
詰
間
）
は
「
竹
ノ
間
」
で
あ

り
、
直
弼
以
下
老
中
が
御
三
家
の
斉
昭
・
慶
恕
と
面
会
し
た
「
大
廊
下
上
局
」
に
徳

川
慶
喜
は
列
席
で
き
ず
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

中
村
は
、「
⑪
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
」
の
本
文
記
述
は
、
傍
線
部
分
の
よ
う

に
「
井
伊
氏
当
時
ノ
簿
記
ニ
拠
ル
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
井
伊
氏
」
の

「
当
時
ノ
簿
記
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
明
記
し
て
い
な
い
が
、
本
文
記
述
の
内
容

は
、
修
史
局
に
提
出
し
た
「
公
用
方
秘
録
」
の
記
述
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
当
時
、
直
弼
側
近
で
は
な
か
っ
た
彼
が
、
こ
の
情
報

を
直
接
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う）27
（

。

ま
た
、
本
文
内
容
の
内
、
次
に
引
用
し
た
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
の
際
、
直
弼

が
斉
昭
ら
に
条
約
調
印
に
至
っ
た
経
緯
を
語
っ
た
部
分
は
、「
公
用
方
秘
録
」
の
記

述
と
そ
の
趣
旨
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る）28
（

。

（「
磯
打
浪
摘
要
」
の
本
文
）

夫
レ
宇
内
ノ
形
勢
一
変
シ
、
古
往
ト
大
ニ
其
面
目
ヲ
異
ニ
セ
リ
、
且
航
海
ノ
術

一
タ
ヒ
闢
ケ
テ
ヨ
リ
天
涯
モ
比
隣
ノ
如
シ
、
其
他
兵
器
軍
制
等
皆
之
ヲ
実
戦
ニ

経
試
ス
、
今
ヤ
外
夷
万
国
交
通
シ
テ
有
無
ヲ
貿
易
シ
、
頗
ル
富
強
ヲ
極
ム
、
而

ル
ヲ
仍
ホ
旧
ヲ
守
リ
テ
惟
犬
羊
視
ス
ル
ト
キ
ハ
、
却
テ
侮
辱
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
ラ

ン
、
今
日
之
ヲ
拒
絶
ス
ル
モ
、
終
ニ
ハ
許
サ
ヽ
ル
ヲ
得
ス
、
A
仮
令
ヒ
兵
ヲ
交

ヘ
テ
全
勝
□

（
ヲ
カ
）

得
ル
モ
、
海
外
皆
仇
敵
ト
為
ル
ト
キ
ハ
、
必
勝
期
ス
ヘ
カ
ラ

ス
、
苟
モ
敗
ヲ
取
ル
コ
ト
有
ラ
ハ
、
国
体
ニ
関
ス
、
我
環
海
軍
備
未
タ
充
実
ト

ハ
言
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
故
ニ
大
将
軍
ニ
於
テ
モ
彼
レ
カ
願
意
ヲ
取
捨
シ
、
其
害
ナ
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キ
モ
ノ
ヲ
擇
ヒ
テ
之
ニ
許
サ
ン
ト
欲
シ
、
大
小
名
ニ
意
見
ヲ
問
フ
ニ
、
戦
争
ヲ

可
ト
ス
ル
モ
ノ
莫
シ
、
間
々
一
二
ノ
異
見
者
ア
リ
ト
雖
モ
、
佳
策
良
図
ア
ル
ニ

ア
ラ
ス
、
依
テ
朝
旨
ヲ
請
フ
ニ
尚
ホ
応
ニ
大
小
名
ノ
赤
心
ヲ
問
ヒ
、
而
シ
テ
後

ニ
具
奏
ス
ヘ
シ
ト
、
是
ニ
於
テ
再
ヒ
赤
心
ヲ
問
フ
ニ
前
言
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ

シ
、
猶
ホ
一
二
ノ
上
言
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
仍
テ
悉
皆
上
言
ヲ
待
チ
世
運
ノ
変

遷
時
勢
ノ
已
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
以
ヲ
奏
聞
シ
、
勅
裁
ヲ
経
テ
而
シ
テ
後
ニ
処
セ

ン
ト
欲
セ
シ
ニ
、
豈
図
ラ
ン
ヤ
亜
夷
俄
カ
ニ
来
リ
テ
云
々
ス
、
是
レ
蓋
シ
脅
迫

虚
喝
ナ
ラ
ン
カ
ノ
疑
ア
リ
ト
雖
モ
、
一
意
拒
絶
ス
ル
ト
キ
ハ
戦
端
ヲ
開
カ
サ
ル

ヲ
得
ス
、
大
将
軍
モ
和
ヲ
主
ト
シ
、
大
小
名
モ
亦
大
半
和
ヲ
主
ト
ス
、
独
リ
奏

可
ヲ
経
ル
ノ
餘
日
ナ
キ
ヲ
奈
ン（
何
カ
）セ
ン
、
B
勅
許
ヲ
経
サ
ル
ノ
罪
至
大
至
重
ト
雖

モ
、
苟
モ
和
戦
其
機
ヲ
誤
リ
国
体
ヲ
辱
カ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
永
ク
之
ヲ
雪
ム
ル

ノ
期
莫
シ
、
是
其
仮
署
ヲ
許
ス
所
以
ニ
シ
テ
、
想
ニ
此
意
ヲ
以
テ
其
已
ム
ヲ（
マ
マ
）得

サ
ル
ノ
顕
状
ヲ
具
サ
ニ
奏
聞
セ
ハ
、
蓋
シ
或
ハ
恕
セ
ラ
レ
ン
ノ
ミ
、
決
シ
テ
違

勅 

ニ
非
ス
、
C
凡
ソ
政
ヲ
執
ル
モ
ノ
臨
機
ノ
権
道
無
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
即

チ
権
道
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
専
断
ノ
罪
直
弼
固
ヨ
リ
辞
セ
サ
ル
所
ナ
リ
、

そ
の
文
意
の
要
点
は
、
次
の
五
点
に
整
理
で
き
る
。

① 

西
洋
の
国
々
は
航
海
術
が
進
み
、
軍
備
・
軍
制
実
戦
に
臨
み
交
易
通
商
に
よ
り

強
国
と
な
り
、
鎖
港
の
古
制
を
守
り
開
港
を
拒
絶
す
れ
ば
戦
争
と
な
る
こ
と
。

②
四
方
を
海
に
面
す
る
日
本
は
、
沿
海
の
軍
備
充
実
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
。

③ 

諸
大
名
の
考
え
も
ほ
と
ん
ど
は
開
港
や
む
な
し
、
ま
た
朝
廷
へ
の
伺
い
も
再
応

諸
大
名
の
意
見
を
聞
い
て
具
奏
す
べ
し
と
の
こ
と
で
、
諸
大
名
に
再
び
尋
ね
た

が
前
回
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
。

④ 

い
く
つ
か
大
名
意
見
が
出
そ
ろ
わ
な
い
と
こ
ろ
に
、「
亜
夷
」（
ハ
リ
ス
）
が
に

わ
か
に
来
て
、
英
仏
が
清
国
に
打
ち
勝
っ
た
勢
い
に
乗
じ
て
来
航
し
「
剛
訴
」

す
る
と
い
う
情
報
を
も
た
ら
し
た
。
拒
絶
す
れ
ば
戦
争
に
な
る
た
め
、
や
む
な

く
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
を
「
奏
可
」
な
く
調
印
し
た
こ
と
。

⑤
や
む
を
得
な
い
事
情
を
朝
廷
に
説
明
す
れ
ば
、「
違
勅
」
と
は
な
ら
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、「
磯
打
浪
摘
要
」
の
記
事
は
「
公
用
方
秘
録
」
に
較
べ
説
明
が
や
や
饒

舌
で
あ
り
、
か
つ
傍
線
部
A
〜
C
の
よ
う
に
、
A
た
と
え
一
戦
交
え
て
勝
利
し
た
と

し
て
も
、
海
外
が
皆
「
仇
敵
」
と
な
っ
た
ら
勝
ち
目
は
な
く
、
負
け
れ
ば
「
国
体
」

に
か
か
わ
る
こ
と
、
B
勅
許
を
待
た
な
か
っ
た
罪
は
「
至
大
至
重
」
で
あ
る
が
「
和

戦
」
の
選
択
を
誤
り
「
国
体
」
を
辱
め
れ
ば
、
永
く
こ
れ
を
雪
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
、
ま
た
C
勅
許
な
く
調
印
し
た
こ
と
は
「
臨
機
ノ
権
道
」
で
あ
り
、「
専
断
ノ

罪
」
は
一
人
直
弼
が
負
う
と
主
張
す
る
部
分
は
、「
公
用
方
秘
録
」
の
同
一
部
分
に

は
見
ら
れ
な
い
記
事
で
あ
る
。

四　
「
公
用
方
秘
録
」
の
改
竄
と
中
村
不
能
斎

と
こ
ろ
で
、「
公
用
方
秘
録
」
は
修
史
局
へ
提
出
し
た
際
、
提
出
用
の
写
本
作
成

段
階
で
、
か
な
り
多
く
の
部
分
的
削
除
や
記
述
の
改
竄
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
拙
稿
で
指
摘
し
た）29
（

。
右
に
確
認
し
た
「
⑪
徳
川
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
」
の
部
分

は
、
提
出
本
が
作
成
さ
れ
る
前
の
写
本
で
あ
る
木
俣
本）30
（

の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
提

出
本
写
本
で
は
二
〜
三
文
字
程
度
の
部
分
的
な
削
除
が
あ
る
も
の
の
、
意
味
の
異
な

る
改
竄
は
全
く
み
ら
れ
な
い
た
め
、「
磯
打
浪
摘
要
」
の
記
事
は
、
編
者
中
村
に
よ

る
作
為
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、「
磯
打
浪
摘
要
」
の
傍
線
部
A
〜
C
に
見
ら
れ
る
記
事
と
同
様
の
表
現

は
、「
公
用
方
秘
録
」
の
修
史
局
提
出
本
写
本
の
条
約
調
印
当
日
の
記
事
に
も
見
ら

れ
る
。
直
弼
が
江
戸
上
屋
敷
へ
帰
館
後
、
公
用
人
宇
津
木
と
の
や
り
と
り
の
部
分

に
、
傍
線
部
⒜
〜
⒞
に
示
し
た
よ
う
に
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
例
刻
御
附
人
ニ
而
御
登　

城
、
七
ツ
時
御
退
出
、

今
日
、
応
接
掛
り
井
上
信
濃
守
・
岩
瀬
肥
後
守
、
金
川
よ
り
罷
帰
り
申
出
候

者
、
近
々
英
仏
之
軍
艦
数
十
艘
渡
来
致
候
趣
、
尤
清
国
ニ
十
分
打
勝
勢
ひ
ニ

乗
し
押
懸
り
候
事
ニ
付
、
応
接
方
甚
御
面
倒
ニ
可
相
成
、（
中
略
）
御
帰
館
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之
上
被
仰
候
ニ
付
、
御
前
江
罷
出
、
譬　

公
方
様
江
伺
済
な
り
と
て
も
、　

天
朝
之
御
沙
汰
を
不
被
遊
御
待
、
条
約
書
ニ
御
調
印
御
達
被
遊
候
ハ
、
全
隠

謀
方
之
術
中
ニ
御
落
入
被
遊
候
与
申
者
ニ
て
御
違
勅
与
申
唱
へ
讒
奏
可
致
、

実
ニ
御
家
之
御
大
事
、
其
罪
御
前
御
壱
人
ニ
御
引
受
被
遊
候
様
可
相
成
ニ

付
、
急
速
加（
神
）
奈
川
江
御
使
を
以
調
印
御
差
留
被
遊
候
様
申
上
候
処
、　

公
方

様
江
伺
之
上
、
既
ニ
相
達
候
事
ニ
付
、
今
更
私
ニ
指
留
候
訳
ニ
ハ
難
相
成
与

之
御
意
ニ
付
、
猶
又
平
常　

天
朝
を
御
尊
敬
被
遊
候
御
前
ニ
而
、
京
都
之
御

沙
汰
を
不
被
遊
御
待
、
右
様
被
遊
御
達
ハ
如
何
之
御
次
第
ニ
御
座
候
哉
与
、

段
々
御
迫
り
申
上
候
ハ（
へ
ハ
カ
）ヽ、
其
方
共
申
処
一
理
尤
ニ
ハ
候
得
共
、
事
危
急
ニ

迫
り
、　

勅
許
を
待
候
余
日
も
無
之
、
猶
又
海
外
諸
蕃
之
形
勢
を
考
察
致
候

ニ
、
古
昔
と
違
ひ
航
海
之
術
ニ
達
し
、
万
里
も
比
隣
之
如
交
易
通
商
を
開

き
、
其
外
兵
器
軍
制
等
皆
実
戦
ニ
試
ミ
、
国
富
ミ
兵
強
く
、
⒜
強
て
之
を
拒

絶
し
兵
端
を
開
き
、
幸
ニ
一
時
勝
を
得
候
と
も
、
海
外
皆
敵
与
為
ス
時
ハ
全

勝
孰
れ
ニ
在
る
や
量
る
べ
か
ら
す
、
苟
も
敗
を
取
り
、
地
を
割
き
償
ハ
さ
る

を
得
さ
る
場
合
ニ
至
ら
ハ
、
国
辱
焉
よ
り
大
ひ
な
る
ハ
な
し
、
⒝
今
日
拒
絶

し
て
永
く
国
体
を
辱
か
し
む
る
と　

勅
許
を
待
す
し
て
国
体
を
辱
め
さ
る
と

孰
れ
か
重
き
、
唯
今
ニ
而
ハ
海
防
軍
備
充
分
な
ら
す
、
暫
時
彼
が
願
意
を
取

捨
し
て
害
な
き
者
を
択
ミ
許
す
の
ミ
、
且　

朝
廷
よ
り
被　

仰
進
候
儀
ハ
、

御
国
体
を
穢
さ
さ
る
様
と
の
御
趣
意
ニ
有
之
、
⒞
抑
も
大
政
ハ
関
東
へ
御
委

任
、
政
を
執
る
者
臨
機
之
権
道
な
か
る
へ
か
ら
す
、
然
与
い
へ
と
も　

勅
許

を
待
さ
る
重
罪
ハ
甘
し
て
自
分
壱
人
ニ
受
候
決
意
ニ
付
、
亦
云
ふ
事
勿
か
れ

と
の
御
意
有
之
、
夜
も
追
々
更
候
ニ
付
、
御
休
息
可
被
遊
様
申
上
、
直
様
奥

江
被
為
入
、

そ
し
て
こ
の
部
分
は
、
修
史
局
提
出
用
の
写
本
作
成
段
階
で
最
も
多
く
の
改
竄
が

お
こ
な
わ
れ
た
部
分
で
あ
る）31
（

。
し
か
も
次
に
示
し
た
「
磯
打
浪
摘
要
」
の
当
該
部
分

も
、
傍
線
部
（á）
〜
（c̀）
の
よ
う
に
同
様
の
趣
旨
の
記
述
で
あ
り
、
と
く
に
（b̀）
の
ゴ
シ
ッ

ク
体
で
示
し
た
部
分
は
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
あ
る
。

⑩
条
約
調
印
の
経
緯

十
九
日
亜
墨
利
加
使
節
俄
カ
ニ
来
リ
、
告
ケ
テ
曰
、
英
吉
利
・
仏
蘭
西
共
ニ
清

国
ト
戦
ヒ
大
ニ
之
ニ
勝
チ
、
勢
ニ
乗
シ
将
ニ
来
リ
テ
、
其
欲
ス
ル
所
ヲ
遂
ケ
ン

ト
ス
、（
中
略
）
今
内
ニ
ハ
幕
嗣
長
幼
ノ
論
ア
リ
、
遂
ニ
之
ヲ
拒
絶
ス
ル
ト
キ

ハ
内
憂
外
患
一
時
ニ
湊
ヒ
生
セ
ン
、
即
チ
其
虚
ヲ
窺
ヒ
、
其
隙
ニ
乗
ス
ル
者
無

キ
ヲ
保
シ
難
シ
、
夫
レ
外
交
ノ
事
、
今
日
之
ヲ
拒
絶
ス
ル
モ
終
ニ
ハ
許
ル
サ
ヽ

ル
ヲ
得
ス
、
（á）
仮
令
ヒ
兵
ヲ
交
ヘ
テ
全
勝
ヲ
得
ル
モ
、
必
ス
海
外
諸
蕃
艦
ヲ
連

ネ
テ
来
ル
ヘ
シ
、
果
シ
テ
然
ラ
ハ
弘
安
元
寇
ノ
比
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
海
外
諸

蕃
ヲ
敵
手
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
勝
算
ノ
決
熟
レ
ニ
在
ル
ヤ
予
メ
量
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

苟
モ
敗
ヲ
取
リ
而
シ
テ
後
之
ヲ
許
サ
ハ
、
皇
国
ノ
汚
辱
焉
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ

シ
、
戦
敗
レ
敗
レ
テ
和
ス
、
縦
ヒ
降
ル
ニ
非
ル
モ
、
勢
ヒ
降
ル
ト
一
般
ナ
リ
、

乃
チ
彼
レ
カ
要
請
、
今
日
ニ
百
倍
シ
、
或
ハ
地
ヲ
割
キ
テ
償
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
、

即
チ
清
国
ノ
覆
轍
是
ナ
リ
、
宜
シ
ク
鑑
ミ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
、
抑
モ
一
歩
寸
地
ト

雖
ト
モ
、
我
ヨ
リ
彼
レ
ニ
与
フ
ル
ハ
大
恥
ナ
ラ
ス
ヤ
、
（b̀）
今
日
拒
絶
シ
テ
永
ク

国
体
ヲ
辱
カ
シ
ム
ル
ト
、
勅
許
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
国
体
ヲ
辱
カ
シ
メ
サ
ル
ト
、
其

咎
熟
カ
重
キ
、
勅
許
ヲ
待
タ
サ
ル
ノ
罪
至
大
至
重
ト
雖
モ
、
朝
旨
モ
亦
固
ヨ
リ

国
体
ヲ
辱
カ
シ
メ
サ
ル
ニ
在
リ
、
一
タ
ヒ
国
体
ヲ
辱
カ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
永
ク

白
ス
ル
ノ
期
ナ
シ
、
（c̀）
寧
ロ
罪
ヲ
蒙
ラ
ハ
我
レ
一
身
ニ
受
ケ
ン
ト
、
是
ニ
於
テ

断
然
決
議
シ
テ
、
家
定
ニ
聞
シ
、
応
接
掛
下
田
奉
行
井
上
清
直
・
目
付
岩
瀬
愿

ヲ
神
奈
川
ニ
遣
シ
、
仮
条
款
ニ
署
印
セ
シ
ム
、
而
シ
テ
之
ヲ
京
師
ニ
奏
聞
シ
、

専
断
ノ
罪
ヲ
謝
ス
、

つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
中
村
は
「
磯
打
浪
摘
要
」
の
編
集
・
執
筆
に
際
し
て
、
修

史
局
提
出
写
本
の
「
公
用
方
秘
録
」
を
参
考
に
し
て
お
り
、
そ
の
中
村
が
修
史
局
提

出
写
本
の
「
公
用
方
秘
録
」
の
改
竄
に
関
与
し
た
可
能
性
は
極
め
て
大
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
現
存
す
る
修
史
局
提
出
写
本
の
作
成
過
程
で
原
本
か
ら
筆
写
さ
れ
た
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提
出
本
の
草
稿
の
筆
跡
は
複
数
あ
り
、
誰
の
も
の
で
あ
る
か
判
明
し
な
い
が
、
中
村

の
指
示
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

以
降
進
め
ら
れ
た
「
直
弼
公
ノ
事
績
ヲ
編
纂
」
す
る
活
動
の
中
心
に
、
中
村
の
存
在

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う）32
（

。

お
わ
り
に
―
『
井
伊
家
史
料
』
刊
行
完
成
の
意
義
―

幕
末
期
の
政
治
過
程
を
研
究
す
る
う
え
で
、『
井
伊
家
史
料
』
は
幕
府
側
の
動
向

を
知
る
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
完
成
の
意
義
は
大
き
く
、
次
の
三
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
づ
第
一
に
、
大
名
家
文
書
に
伝
存
す
る
書
簡
は
、
大
名
宛
の
受
給
文
書
が
中
心

で
あ
る
が
、『
井
伊
家
史
料
』
に
は
、
井
伊
直
弼
発
給
文
書
の
草
稿
段
階
の
文
書

や
、
幕
府
が
情
報
収
集
し
た
風
聞
探
索
書
な
ど
が
多
数
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
直
弼
の
書
簡
の
多
く
は
、
公
用
人
兼
側
役
の
宇
津
木
景
福
が
草
稿
を
作
成
し
、

直
弼
が
加
筆
修
正
し
て
清
書
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
草
稿
が
井
伊
家
側

に
遺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
往
復
書
簡
の
双
方
の
文
書
が
『
井
伊
家
史
料
』

に
存
在
す
る
た
め
、
双
方
の
や
り
と
り
が
明
確
に
分
析
可
能
で
あ
る
。
発
給
さ
れ
た

書
簡
が
宛
先
に
現
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
草
稿
段
階
で
直
弼
が
加
筆
し
た
も
の

が
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
清
書
さ
れ
発
給
さ
れ
た
か
を
確
認
で
き
る
場
合
も
あ
る）33
（

。

風
聞
探
索
書
な
ど
は
、
当
時
の
政
局
の
な
か
で
の
情
報
収
集
が
政
策
に
ど
の
よ
う
に

影
響
を
与
え
た
か
を
知
る
好
材
料
と
な
る
。

第
二
に
、
直
弼
没
後
の
宇
津
木
ら
に
よ
る
「
公
用
方
秘
録
」
編
纂
に
と
も
な
う
文

書
集
積
が
あ
っ
た
た
め
、
大
老
井
伊
直
弼
に
関
係
す
る
旧
藩
士
家
伝
来
の
記
録
・
文

書
が
『
井
伊
家
史
料
』
に
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
藩
内
関
係
者
の
文
書

が
公
用
人
の
も
と
に
集
め
ら
れ
、「
公
用
方
秘
録
」
編
纂
の
た
め
に
筆
写
利
用
さ
れ

た
が
、
中
に
は
原
文
書
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、「
公
用
方
秘
録
」
に
の
み
収
録
さ
れ

た
文
書
が
あ
る
。
原
本
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
記
事
の
信
憑
性
が
問
題
に
な
る
が
、

「
公
用
方
秘
録
」
に
収
録
さ
れ
た
文
書
で
原
本
が
存
在
す
る
も
の
は
正
確
に
筆
写
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
維
新
後
、
井
伊
家
に
伝
来
し
て
い
た
直
弼
の
武
芸
・
学
問
・
文
芸
・
芸

能
な
ど
の
記
録
・
文
書
が
、
中
村
不
能
斎
の
「
直
弼
伝
」
執
筆
の
た
め
に
託
さ
れ
、

ま
た
中
村
が
旧
藩
士
家
伝
来
の
文
書
を
精
力
的
に
調
査
・
収
集
し
た
こ
と
に
よ
り
、

直
弼
の
思
想
的
背
景
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
写
本
改
竄
に
お
け
る
中

村
の
関
与
問
題
は
、
今
後
さ
ら
に
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
当
時
の
修
史
局
に
お

け
る
歴
史
編
纂
の
動
向
や
、
井
伊
家
お
よ
び
中
村
を
含
め
た
「
直
弼
伝
」
編
纂
に
か

か
わ
っ
た
旧
彦
根
藩
関
係
者
た
ち
に
よ
る
直
弼
の
名
誉
回
復
運
動
が
ど
の
よ
う
に
お

こ
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
動
向
を
合
わ
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）　

島
田
三
郎
『
開
国
始
末
』（
輿
論
社
、
一
八
八
八
年
）。

（
2
）　

京
都
で
の
九
条
家
家
侍
島
田
龍
章
の
暗
殺
や
、
村
山
た
か
の
三
条
河
原
で
の
生
き

晒
し
な
ど
の
事
件
。

（
3
）　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
五
月
十
二
日
発
令
の
藩
政
改
革
に
お
い
て
「
陪
族
所
置

一
条
」（「
留
文
録
」
河
村
文
庫
古
文
書
、『
新
修
彦
根
市
史
』
第
八
巻
所
載
、
二
〇

〇
三
年
）
で
、
三
代
以
上
の
陪
臣
、
か
つ
騎
馬
役
の
者
は
「
藩
族
」
の
内
「
下
士
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
明
治
四
年
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」（『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』）

に
よ
れ
ば
、
豊
原
基
臣
は
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
か
ら
①
市
川
厚
太
郎
↓
②

曽
右
衛
門
↓
③
曽
右
衛
門
↓
④
曽
右
衛
門
↓
⑤
喜
久
次
↓
⑥
厚
次
郎
↓
⑦
曽
右
衛
門

と
、
代
々
続
く
陪
臣
市
川
家
の
八
代
目
と
し
て
記
載
さ
れ
、
豊
原
基
臣
と
改
名
し
、

「
藩
族
ニ
被
命
、
初
代
」
と
注
記
さ
れ
る
。

（
4
）　
「
公
文
類
聚
」
七
編
六
一
巻
（『
新
修
彦
根
市
史
』
第
八
巻
所
載
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
）　
「
自
明
治
八
年
至
明
治
十
四
年
職
務
進
退
・
元
老
院
分
課
録
」（
国
立
公
文
書
館
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
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（
6
）　

当
時
は
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』。
島
田
は
明
治
二
十
一
年
に
は
同
紙
の
社
長
と

な
っ
て
い
る
。
島
田
は
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
、
明
治
十
九
年
三
月
三
十
日
か

ら
四
月
十
日
（
四
月
五
日
を
除
く
）
に
「
井
伊
元
老
の
年
忌
」「
遠
城
謙
道
の
伝
」

「
井
伊
元
老
の
逸
事
」、
四
月
十
五
日
、
同
十
六
日
に
は
「
井
伊
元
老
の
逸
事
拾
遺
」

と
題
し
て
、
年
忌
法
要
の
様
子
や
諸
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
弔
贈
の
和
歌
、
井
伊
直
弼

の
事
績
を
、
都
合
十
四
回
に
わ
た
り
連
載
し
て
い
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明

治
十
九
年
四
月
三
日
、
復
刻
版
、
不
二
出
版
、
一
九
八
九
年
）。

（
7
）　

弔
贈
の
和
歌
に
は
、
か
つ
て
安
政
の
大
獄
に
よ
り
落
飾
と
な
っ
た
近
衛
忠
熈
の
も

の
が
あ
り
、
島
田
は
、
近
衛
の
和
歌
弔
贈
に
つ
い
て
「
雅
量
を
推
知
を
す
べ
く
以
て

元
老
の
宿
冤
を
洗
う
に
足
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明

治
十
九
年
四
月
三
日
）。

（
8
）　

佐
々
木
克
編
『
彦
根
城
博
物
館
叢
書
7 
史
料 
公
用
方
秘
録
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版
、
二
〇
〇
七
年
）

（
9
）　
『
新
修
彦
根
市
史
』
第
八
巻 

史
料
編 

近
代
1
、
二
〇
〇
三
年
。

（
10
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
明
治
期
府
県
博
覧
会
出
品
目
録　

明
治
四
年
〜
九
年
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
11
）　
『
江
越
新
報
』
明
治
十
四
年
六
月
二
十
一
日
付
（『
新
修
彦
根
市
史
』
第
八
巻
所

載
）。

（
12
）　

慶
応
三
丁
卯
年
十
二
月
に
、
旧
幕
臣
水
野
石
見
守
家
来
故
深
谷
源
吾
二
男
が
彦
根

藩
士
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
る
（「
明
治
四
年
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」（『
彦
根
藩
井
伊

家
文
書
』））。

（
13
）　
「
横
浜
掃
部
山
井
伊
直
弼
公
銅
像
建
設
沿
革
」（
専
修
大
学
所
蔵
文
書
『
新
修
彦
根

市
史
』
第
八
巻
）

（
14
）　
『
公
文
類
聚
』
七
編
六
一
巻
（『
新
修
彦
根
市
史
』
第
八
巻
所
載
）（
国
立
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）。

（
15
）「
横
浜
掃
部
山
井
伊
直
弼
公
銅
像
建
設
沿
革
」（
前
掲
注
（
13
）
と
同
じ
）

（
16
）　
『
彦
根
市
史
』
下
巻
（
彦
根
市
、
一
九
六
四
年
）
の
「
井
伊
直
弼
の
顕
彰
運
動
」

で
は
、「『
秘
書
集
録
』
は
、
井
伊
家
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
元
公
用
人
大
久
保
権
内

（
後
松
軒
）
が
筆
写
し
、
一
〇
巻
に
ま
と
め
て
、
大
老
伝
記
の
責
任
者
中
村
不
能
斎

の
手
を
経
て
修
史
局
に
出
す
た
め
編
纂
さ
れ
た
も
の
」
と
大
久
保
権
内
・
中
村
不
能

斎
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
、
井
伊
正
弘
「
井
伊
家
文
書
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
彦
根
藩

文
書
調
査
報
告
書
』（
一
）
一
九
八
三
年
）
で
は
、
彦
根
藩
士
に
よ
る
大
老
井
伊
直

弼
関
係
史
料
の
蒐
集
・
保
存
活
動
と
し
て
中
村
不
能
斎
（
国
学
者
）・
大
久
保
小
膳

（
直
弼
の
側
役
、
の
ち
章
男
）・
同
湖
洲
（
小
膳
の
子
）
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
る
。
な

お
『
新
修
彦
根
市
史
』
第
三
巻　

通
史
編　

近
代
（
彦
根
市
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は

伝
記
編
纂
に
つ
い
て
の
指
摘
は
み
ら
れ
な
い
。

（
17
）　
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
の
「
公
用
方
秘
録
」（
調
査
番
号28091

〜28094

）、

「
公
用
深
秘
録
」（
調
査
番
号28095

〜28096

）、「
御
城
使
寄
合
留
帳
・
直
勤
日

記
・
公
用
方
諸
事
記
・
公
用
諸
事
留
・
御
取
次
頭
取
諸
事
留
帳
抜
粋
」（
調
査
番
号

31464

）
の
七
冊
。

　
　
　

修
史
館
へ
提
出
す
る
た
め
の
草
稿
本
と
推
定
さ
れ
る
。

（
18
）　

明
治
二
年
四
月
四
日
、
明
治
天
皇
か
ら
三
条
実
美
に
下
さ
れ
た
「
宸
翰
沙
汰
書
」

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、『
明
治
天
皇
紀
』
所
載
）。

（
19
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
現
在
「
公
用
方
秘
録
」
の
写
本
が
七
種
所
蔵
さ
れ

る
が
、
そ
の
内
の
「
井
伊
直
弼　

公
用
方
秘
録
」
と
題
す
る
写
本
七
冊
（
記
号

2072-20

）
の
奥
書
に
は
「
明
治
十
九
年
一
月
華
族
伯
爵
井
伊
直
憲
蔵
書
ヲ
写
ス
、

御
雇
写
字　

児
玉
利
直
、
一
級
写
字
生　

男
澤
抱
一
校
（
印
）」
と
記
さ
れ
る
。

（
20
）　

明
治
十
九
年
一
月
に
、
修
史
館
は
改
組
に
よ
り
修
史
局
と
改
称
し
て
お
り
、
島
田

の
『
開
国
始
末
』
執
筆
時
期
に
は
「
修
史
局
」
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
書
写
本
も
「
修
史
局
作
成
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

杉
本
史
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
22
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
借
書
送
証
簿 

修
史
館 

明
治
十
八
年
」（
修
史

館
・
修
史
局02-027

）。

（
23
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
借
書
送
証
簿 

修
史
局 

明
治
十
九
年
〜
廿
一
年
」

（
修
史
館
・
修
史
局02-028

）。

（
24
）　

母
利
美
和
「
神
宮
文
庫
所
蔵　

中
村
不
能
斎
著
「
磯
打
浪
摘
要
」」（『
史
窗
』
第

六
六
号
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
25
）　
『
安
政
紀
事
』（
東
崖
堂
、 

一
八
八
八
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
）
の
「
例
言
」
に
、「
一
、
近
頃
井
伊
家
ノ
公
用
方
秘
録
礒
打
浪
摘
要
ヲ
得
タ
リ

故
ニ
井
伊
家
ノ
事
ハ
此
二
書
ヲ
取
ル
者
多
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
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（
26
）　

表
中
の
○
番
号
に
続
け
て
記
し
た
項
目
名
は
、
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
27
）　

中
村
不
能
斎
は
、
安
政
五
年
六
月
当
時
、
藩
校
弘
道
館
の
素
読
方
で
あ
る
。

（
28
）　
（「
公
用
方
秘
録
」
修
史
館
提
出
写
本
の
本
文
）

　
　

蛮
夷
之
形
勢
往
古
と
変
革
い
た
し
、
天
涯
も
比
隣
之
如
き
航
海
之
術
相
開
ケ
、
軍
製

兵
器
等
実
戦
ニ
試
ミ
、
追
々
強
国
与
相
成
、
諸
蛮
交
易
通
商
相
願
候
ニ
付
、
古
制
を

御
守
り
手
強
く
御
断
ニ
相
成
候
ヘ
ハ
、
忽
争
端
を
開
き
可
申
、
左
候
ヘ
ハ
、
手
薄
之

場
所
々
々
諸
夷
乱
妨
い
た
し
、
諸
大
名
御
国
方
ニ
当
惑
い
た
し
可
申
、
尤
四
方
海
岸

之
御
国
ニ
付
、
沿
海
充
実
之
御
備
容
易
ニ
難
出
来
ニ
付
、
彼
か
懇
願
成
丈
ケ
御
取
縮

メ
通
商
御
免
し
可
被
遊
思
召
ニ
而
、
諸
大
名
江
存
寄
御
尋
ニ
相
成
候
処
、
今
日
及
戦

争
可
然
と
の
見
込
之
者
も
無
之
、
依
而
、　

朝
廷
江
御
伺
ニ
相
成
候
所
、
大
変
革
之
義

ニ
付
、
今
一
応
諸
侯
之
赤
心
相
尋
候
様
被　

仰
進
候
間
、
再
応
御
尋
ニ
相
成
候
処
、

前
同
様
之
見
込
、
在
国
之
向
今
少
し
ニ
而
出
揃
候
間
、
左
候
ハ
ヽ
、
再
応
可
被
仰
進

思
召
之
処
、
英
仏
之
軍
艦
近
日
渡
来
可
致
、
尤
清
国
ニ
打
勝
勢
ひ
ニ
乗
し
渡
来
剛
訴

可
致
、
左
候
而
ハ
争
端
を
開
候
場
ニ
も
至
り
可
申
、
其
期
ニ
臨
、
条
約
御
取
繕
ひ
ニ

相
成
候
而
ハ
、
実
ニ
御
迷
惑
ニ
可
相
成
趣
、
亜
夷
使
節
よ
り
申
立
候
義
尤
ニ
相
聞

江
、
諸
大
名
之
存
意
も
和
を
主
と
い
た
し
、　

上
ニ
も
和
と
御
決
し
被
遊
候
御
義
、

京
都
江
不
被　

仰
進
御
取
計
之
段
ハ
何
と
も
被
恐
入
候
御
義
与
深
く　

御
心
配
も
被

遊
候
得
共
、
一
旦
争
端
を
開
き
候
得
ハ
、
百
万
之
生
霊
塗
炭
ニ
困
し
ミ
、
終
ニ
清
国

之
覆
轍
を
践
候
様
可
相
成
、　

朝
廷
ニ
も
素
よ
り
御
国
体
を
被　

思
召
候
而
之
御
義

ニ
付
、
委
細
之
訳
柄
被
仰
進
候
ハ
ヽ
、
尤
与
御
承
知
可
被
遊
と
の　

思
召
ニ
而
被
遊

候
御
義
、
御
違　

勅
与
申
義
ニ
而
ハ
更
ニ
無
之
由
、
段
々
理
を
尽
し
事
を
わ
け
被　

仰
候
ヘ
ハ
、
流
石
之
老
公
も
被
仰
方
無
之
、

（
29
）　

母
利
美
和
「『
公
用
方
秘
録
』
の
成
立
と
改
編
」（『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
九
号
、
一
九
九
八
年
）。
後
に
、
佐
々
木
克
編
『
史
料 

公
用
方
秘
録
』（
彦
根
城

博
物
館
叢
書
7
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
公
用
方
秘
録
」
の
翻
刻

解
題
と
し
て
改
稿
の
上
、
再
録
。

（
30
）　

彦
根
藩
筆
頭
家
老
木
俣
家
に
お
い
て
、
幕
末
期
に
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

「
公
用
方
秘
録
」
の
抄
録
写
本
。
井
伊
達
夫
氏
所
蔵
。
木
俣
本
は
、『
史
料 

公
用
方

秘
録
』（
前
掲
注
29
）
に
全
文
翻
刻
し
掲
載
。

（
31
）　

前
掲
注
（
29
）
に
同
じ
。

（
32
）　
『
彦
根
市
史
』
下
巻
（
彦
根
市
、
一
九
六
四
年
）
で
は
、「
秘
書
収
録
」
の
筆
写
は

大
久
保
権
内
が
お
こ
な
い
、
大
老
伝
記
の
責
任
者
は
中
村
不
能
斎
で
あ
っ
た
と
す
る

が
、
根
拠
は
示
さ
れ
い
な
い
。
ま
た
、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
設

立
さ
れ
た
「
井
伊
大
老
史
実
研
究
会
」
で
「
井
伊
家
史
料
」
の
翻
刻
活
動
に
従
事
し

た
井
伊
正
弘
氏
は
、
文
久
二
年
八
月
の
政
変
後
の
彦
根
藩
士
に
よ
る
大
老
井
伊
直
弼

関
係
史
料
の
蒐
集
・
保
存
活
動
に
は
、
中
村
不
能
斎
（
国
学
者
）・
大
久
保
小
膳

（
直
弼
の
側
役
）・
同
湖
洲
（
小
膳
の
子
）
の
三
名
の
関
与
を
指
摘
し
て
い
る
（
井
伊

正
弘
「
井
伊
家
文
書
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
彦
根
藩
文
書
調
査
報
告
書
』（
一
）
一

九
八
三
年
））。
い
づ
れ
も
当
事
者
の
説
で
は
な
く
確
証
は
な
い
が
、
中
村
の
関
与
は

共
通
し
て
い
る
。
ま
た
中
村
は
、
明
治
初
期
に
明
治
政
府
の
命
に
よ
り
編
纂
提
出
さ

れ
た
「
井
伊
家
譜
」
の
編
者
で
あ
り
、
維
新
後
に
井
伊
家
に
お
け
る
修
史
事
業
の
責

任
者
で
あ
っ
た
。

（
33
）　

小
浜
藩
主
酒
井
忠
義
の
用
人
三
浦
七
兵
衛
の
『
三
浦
吉
信
所
蔵
文
書
』（
日
本
史

籍
協
会
叢
書
）
に
は
長
野
義
言
の
発
給
書
簡
が
多
数
収
録
さ
れ
る
。


